
NPO法人環境文明21 

脱炭素社会を、どう生き残るか？？ 

その知恵を探る【第二期 環境文明塾】に参加しませんか！！ 
 「環境」は私たち人間を含む全ての生命の基盤であり、社会・経済活動の基盤です。しかし、近年の猛暑や豪雨

にも見られるように、地球環境の悪化はますます深刻化し、社会経済活動はもとより、人類社会の存続さえ危ぶ

まれる状況になりつつあります。 

そうした状況に対して、パリ協定やSDGsを契機に、社会（特に企業社会）の抜本的な変革が求められてお

り、日本でも様々な取組が進められています。特に菅前総理が2050年脱炭素社会を宣言して以降、脱炭素に

向けた取組が加速されるようになりましたが、パリ協定やＣＯＰ２６で示された「産業革命以降の気温上昇を

1.5℃に抑える」といった目標を達成できるレベルには達しておらず、更なる取組が求められています。 

環境文明21は、28年前から、持続可能な社会を築くための理念や手段等について、多くの仲間と一緒に探

求し、普及に努めてきました。それを、明日の企業社会を担い、次世代に健全な社会を引き継いでいく人たちと

も共有したいとの思いから、2019年10月より『環境文明塾』を開催してきました。途中コロナ禍に見舞われオ

ンラインでの開催になりましたが、参加された皆さんから大変好評を得たことから、2022年７月より第二期の

環境文明塾を開催することとしました。 

環境文明塾では、この分野の第一線で活躍する講師陣の話を聞くだけでなく、講師との対話や参加者同士の

議論を通じて、次世代の企業社会を担う皆さんに、様々な環境問題（主に気候変動問題と脱炭素社会）とそれに

関連する事柄について学び、課題解決の道筋を探り、脱炭素社会の中でも生き残り、持続可能な企業社会を築

いていくための知恵と戦略を身につけて頂く場です。 

次の時代を築いていく皆さんの、多くのご参加をお待ちしています。 

〇対 象 企業人、一般市民、学生 （原則45歳以下）  

○定 員 15名（定員になり次第締め切ります） 

※全６回参加が原則ですが、前半・後半各3回に分けての受講申込みも可能です。  

※会社単位でのお申し込みの場合、正規受講者が欠席の場合は他の社員の参加も可能です。 

〇開催日 原則として奇数月の月中旬の金曜日 午後（13時30分～１７時３０分） 

○会 場 第１回目は都内会場とオンラインのハイブリット開催。残り５回のうち､2回は都内会場、3回

はオンラインでの開催を予定。（※新型コロナ感染症の状況により、都内会場→オンラインに変更と

なる場合があります） 

〇内 容 裏面をご覧下さい。  

○受講料（資料代）  

 ※お申込み受付後に、事務局より金額及び振込先を連絡いたします。 

 ※欠席された場合の返金は致しかねます。ただし、第１回講座の一週間前までにお申し込みを取り消さ 

れる場合は、振込手数料を差し引きました金額を返金いたします。 

     ※環境文明21個人会員の方で参加をご希望の方は事務局までご相談下さい。 

環境文明21企業会員 

環境力クラブ会員（本人・従業員） 
3回分 15,000円／人 ６回連続 25,000円／人 

一般(非会員) 3回分 30,000円／人 ６回連続 50,000円／人 

学生 3回分   3,000円／人 ６回連続   5,000円／人 



プログラム(案) 

※毎回討議では、「脱炭素社会で活躍するわが社の姿」を描くための継続的な議論を行います。 

※4回目以降の内容・講師・日程については、現在調整中です。

回  日 講師名                 内   容 

１ ２０２２年 

7月２２日 

増井利彦（国立環境研究所社会システム

領域長） 

 

「気候危機を脱し脱炭素社会へ～どんな社会か？ どう築いていくか？」 

パリ協定以降、世界は脱炭素社会に舵を切り、日本も2050年脱炭素社会を目標に様々な動きがある。

しかし、脱炭素社会とは具体的にどんな社会か、それをどう築いていけるのかなど、現場での戸惑いの声

も聴く。一回目は、気候変動問題の概要とIPCC第6次報告の概要を基に、脱炭素社会の構築に向けて、

企業として、個人として、どのような取組が求められているかについて学ぶ。また、話題提供に関する疑

問点や課題、方向性について講師も交えた全員で意見交換を行う。さらに第１期の文明塾参加者による

発表を聞き、今後の学びに生かす。 

２ ２０２２年

９月１６日 

田中 靖訓（リマテックHD（株）代表取締

役社長） 

大川 哲郎（（株）大川印刷代表取締役社

長） 

「脱炭素社会を生き抜く中小企業」 

脱炭素社会に向け世界はどう動いているか、その動きを企業活動にどう生かしているか、脱炭素社会を

生き抜くために経営者や従業員に求められることは何かなど、国内外で先駆的に環境問題や社会的課題

（SDGs）の解決に取り組んでいる経営者の実践例から学び、自社の取組も含めて意見交換する。 

３ 

 

 

２０２２年

11月18日 

槌屋 治紀（㈱システム技術研究所所長）  

楠部 孝誠（石川県立大学生物資源工学

研究所講師）           

「資源循環と再エネの動向」 

脱炭素社会に向けて、エネルギー問題やプラスチック問題など、私たちが解決しなければならない課題は

山積している。これら課題の本質を学び、解決の方向について学び、議論する。 

４ ２０２３年 

１月２７日  

小村智宏（未来経済研究室） 

山口耕二（㈱日本プロフィックス・エンジ

ニアリング） 

「脱炭素社会に向けた経済の動向」 

パリ協定以降、脱炭素社会に向けて新しい産業構造や経済の在り方の転換が求められており、国内外の

企業でも様々な取組が進められている。脱炭素社会における経済の動向や具体的な企業の環境経営に

ついて学び、議論する。 

５ ２０２３年

３月中旬  

 

調整中 

「脱炭素社会を支える思想・哲学を企業経営にどう生かすか～過去から学び未来に生かす～」 

人間環境会議から50年、リオサミットから30年の今年。過去からの流れを受け、今後持続可能な脱炭素

社会を築いていく上で、企業そして個人に求められる思想・哲学・倫理とはどのようなものかを学ぶとと

もに、それをどう企業活動の中で生かしていくか、具体例も含めて学ぶ。  

６ ２０２３年

５月中旬   

 

調整中 

「企業は、市民社会や地方自治とどうかかわっていくか」 

脱炭素社会の構築に向けて全てのステークホルダーの参画が必須となる中、企業として、地方自治体や

NPOなどとどう連携し協力していけるかについて、実例を交えて学ぶ。また、塾の間に作成した、各社の

脱炭素に向けた中長期計画について、発表し、互いに評価し、より良い計画に改善していく 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・参加申込書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ＮＰＯ法人環境文明21  御中    

     『環境文明塾』に 

    □ ①全6回参加します。 

    □ ②前半3回に参加します。（後半については改めて申し込みます。）

ふりがな： 

氏 名  ： 

会社名： 

所属： 

TEL: FAX: 

E-mail：  

住所：  

会員の種別： 

   □ ①環境文明21企業会員、環境力クラブ会員（本人・従業員） 

   □ ②一般（非会員） 

   □ ③学生 

会員番号（当会会員の方）： 

※会員番号が不明の方は、会員である旨をご記入下さい。 

※環境文明21個人会員の方で参加をご希望の方は事務局までご相談下さい。 

                           【お問合せ窓口】 

                       認定NPO法人環境文明21  

                      〒145-0071 大田区田園調布2-24-23-301  

  TEL： 03-5483-8455  ＦＡＸ： 03-5483-8755 

                        E-mail： info@kanbun.org 
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mailto:info@kanbun.org

